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11
月
3
日
（
月
）
日
吉
夢
産
地
で
日
吉
地
区
文
化

祭
・
芸
能
発
表
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

大
収
穫
ま
つ
り
＆
ゆ
ず
ま
つ
り
も
開
催
さ
れ
大
勢
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 
 

文
化
祭
に
は
、
日
吉
小
中
学
校
児
童
・
生
徒
の
絵

画
、
立
体
・
木
工
作
品
、
ク
ラ
フ
ト
ア
ー
ト
、
文
化

協
会
団
体
の
盆
栽
、
書
道
、
木
工
、
写
真
等
の
作
品

展
示
が
あ
り
ま
し
た
。
芸
能
発
表
大
会
は
、
屋
外
ス

テ
ー
ジ
で
武
左
衛
門
太
鼓
、
ダ
ン
ス
、
舞
踊
、
琴
、

コ
ー
ラ
ス
の
発
表
を
行
い
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
で
は
出
演

者
全
員
と
会
場
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
「
故
郷
」
を
合

唱
し
、
和
や
か
な
文
化
の
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

わ
ん
ぱ
く
ス
ク
ー
ル 

 

森
の
巨
人
ト
チ
の
木
を
探
せ
！ 

 

11
月
15
日
（
土
）
今
年
度
3
回
目
の 

わ
ん
ぱ
く
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
、
日
吉
小
学
校
2
年
生
か
ら 

4
年
生
の
児
童
9
人
と
一
般
11
人
が
参
加 

し
、
カ
ル
ス
ト
台
地
広
が
る
五
段
高
原
を
ハ 

イ
キ
ン
グ
、
そ
の
後
樹
齢
600
年
、
幹
の
周
囲 

6
ｍ
26
㎝
の
「
猪
伏
の
大
ト
チ
」
を
探
し 

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
と
し
て 

初
め
て
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
鬼
北
町
役
場
に 

お
勤
め
の
亀
澤
千
明
さ
ん
に
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。 

 

『
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
ハ
イ
キ
ン
グ 

日
和
で
し
た
。
四
国
カ
ル
ス
ト
は
初
め
て
訪
れ
る 

場
所
で
あ
り
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、 

ト
チ
の
木
へ
続
く
道
は
実
に
険
し
く
、
事
前
の
想 

像
を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
で
し
た
。
そ
の
中
に 

あ
っ
て
小
学
生
の
皆
さ
ん
は
終
始
元
気
で
足
取
り 

も
軽
く
さ
す
が
の
一
言
で
す
。
私
は
後
を
つ
い
て 

い
く
の
が
や
っ
と
で
、
翌
日
の
筋
肉
痛
は
言
う
ま 

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
変
良
い
経
験
を
さ
せ
て 

い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。
皆
様
お
疲
れ
様
で
し 
た
！
』 

 

㊦
の
写
真 

山
並
み
を
眺
め
る
亀
澤
さ
ん 



                        
 
                      ―２― 

音
楽
発
表
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

11
月
14
日
（
金
）
日
吉
農

林
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
「
心
に
響
く
音
楽
で
み

ん
な
が
ひ
と
つ
の
輪
に
な
ろ

う
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
日
吉
っ

子
音
楽
発
表
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

  

第
1
部
は
、
日
吉
中
3
年

生
の

2

部
合
唱
、
日
吉
小

1
・
2
・
3
年
生
の
斉
唱
等
、

第
2
部
で
は
、
日
吉
小
4
・

5
・
6
年
生
の
合
奏
、
日
吉

中
全
校
生
徒
に
よ
る
混
声

2
・
3
部
合
唱
、
児
童
生
徒

全
員
の
合
唱
、
教
職
員
有
志
に

よ
る
合
奏
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。 練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
い

っ
ぱ
い
に
響
く
大
き
な
声
、
美

し
い
合
唱
・
音
色
で
、
訪
れ
た

保
護
者
等
か
ら
大
き
な
拍
手

が
沸
き
あ
が
り
ま
し
た
。 

            
 

             

  

 
 

                       

                          

  
 

          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

              

愛
媛
県
1
位 

！ 
 
 

  

11
月
10
日
（
月
）
愛
媛
県
総
合
運

動
公
園
で
愛
媛
県
小
学
生
陸
上
記
録

会
が
行
わ
れ
、
日
吉
小
学
校
6
年
生
の

市
山
寧
々
さ
ん
が
走
り
幅
跳
び
で
1

位
と
な
り
ま
し
た
。 

 

2
年
連
続
で
県
大
会
出
場
と
な
っ

た
こ
の
日
は
、
微
熱
が
あ
り
な
が
ら
も

走
力
を
活
か
し
た
助
走
か
ら
力
強
い

踏
み
切
り
で
4
ｍ
16
㎝
の
跳
躍
と
な

り
ま
し
た
。
惜
し
く
も
単
独
1
位
は
逃

が
し
ま
し
た
が
、
郡
大
会
の
記
録
を
大

幅
に
上
回
る
好
記
録
で
し
た
。 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 
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日
吉
分
校
60
周
年
記
念
式 

 

11
月
16
日
（
日
）
北
宇
和
高
校

日
吉
分
校
（
福
岡
孝
男
校
長
）
の

創
立
60
周
年
記
念
式
が
同
校
で
あ

り
、
生
徒
、
教
職
員
、
関
係
者
が

出
席
し
て
お
祝
い
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
は
、
記
念
式
に
続
き
元

日
吉
村
収
入
役
上
田
吉
春
さ
ん

（
上
大
野
）
の
講
演
、
日
吉
小
学

校
児
童
の
武
左
衛
門
太
鼓
演
奏
が

あ
り
、
華
や
か
な
60
周
年
記
念
行

事
と
な
り
ま
し
た
。 

タ
バ
コ
の
吸
殻
は

灰
皿
へ 

 
 
 

 

最
近
、
日
吉
農
林

業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
周
辺
に
、

た
ば
こ
の
吸
殻
が
落

ち
て
い
る
の
が
目
立

ち
ま
す
。
皆
で
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。 

日
誌
＆
カ
ギ
置
場

の
変
更
に
つ
い
て 

 

1

月
か
ら
ト
レ

セ
ン
、
農
村
広
場
等

の
日
誌
と
カ
ギ
置
場

を
現
在
の
住
民
セ
ン

タ
ー
玄
関
前
か
ら
外

側
自
動
ド
ア
と
内
側

自
動
ド
ア
の
間
に
変

更
し
ま
す
。 

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

 

鬼
北
町
で
は
、
テ
レ
ビ
放

送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携

帯
電
話
・
防
災
行
政
無
線
放

送
の
利
用
環
境
整
備
の
た
め

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
そ
の
事
業
説

明
懇
談
会
が
11
月
4
日
～

12

日
ま
で
日
吉
地
区
で
あ

り
ま
し
た
。
事
業
計
画
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

工
事
期
間 

平
成

21

年
度

～
平
成
22
年
度 

総
事
業
費 

 

約
32
億
円 

運
用
方
針 

町
が
整
備
し
民

 
 

間
事
業
者
が
管
理
運
営

加
入
申
込 

平
成
22
年
4 

月
受
付
開
始
予
定 

利
用
費
用 

宅
内
工
事
、
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
負

担
金
、
月
々
の
使
用
料

※
利
用
条
件
等
で
使
用
料 

は
、
異
な
り
ま
す
。 

 

      
 

 

11
月
7
日
（
金
）
み
ど
り
保
育
所
（
山
本
貞

子
所
長
）
が
「
お
ま
つ
り
ご
っ
こ
」
で
診
療
所
～

役
場
～
農
協
～
小
中
学
校
～
夢
産
地
～
保
育
所

を
牛
鬼
、
聖
火
台
、
ポ
ニ
ョ
を
担
ぎ
練
り
歩
き
ま

し
た
。
2
日
早
い
か
わ
い
い
お
祭
り
に
下
鍵
山

の
皆
さ
ん
は
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
ま
し
た
。 
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ふ
れ
あ
い
収
穫
祭 

 
 

11
月
26
日
（
水
）
日
吉 

小
学
校
で
ふ
れ
あ
い
収
穫 

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

児
童
と
日
向
谷
穀
彩
村
、 

 

生
活
研
究
協
議
会
の
皆
さ 

 

ん
が
、
餅
つ
き
、
と
う
ま 

 

ん
作
り
等
で
交
流
を
図
り 

ま
し
た
。
収
穫
の
喜
び
と 

 

お
い
し
い
お
餅
に
笑
顔
が 

 

青
空
に
広
が
り
ま
し
た
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

              

            

 

㊤
の
写
真
は
、
ゆ
ず
の
香
り

が
通
り
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
Ｊ

Ａ
日
吉
支
所
で
す
。
管
内
の
た

く
さ
ん
の
ゆ
ず
を
集
め
、
搾
汁

作
業
は
、
12
月
中
旬
ま
で
続
き

ま
し
た
。 

㊦
の
写
真
は
、
11
月
3
日
文

化
祭
に
出
現
し
た
日
吉
中
学
生

共
同
制
作
の
ク
ラ
フ
ト
ア
ー
ト

「
恐
竜
」
で
す
。
細
く
長
い
首

に
触
る
と
転
び
そ
う
で
し
た
が
、 

大
広
間
で
ひ
と
き
わ
目
立
つ
存

在
感
で
輝
い
て
い
ま
し
た
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行
事
予
定 

1
月 

3
日
（
土
）
鬼
北
町
成
人
式 
11
日
（
日
）
第
42
回
新
春
囲
碁 

将
棋
大
会 

25
日
（
日
）
鬼
北
町
出
初
式 

2
月 

1
日
（
日
）
小
学
校
学
習
発
表
会

4
日
（
水
）
保
育
所
豆
ま
き
集
会

 

防
火
デ
ー 
『
火
の
し
ま
つ 

君
が
し
な
く
て 

誰
が
す
る
』 
12
月
7
日
（
日
）
消
防
団
各
部
で
防
火
ビ
ラ
の
各
戸
配
布
、

消
防
施
設
の
点
検
等
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

住
宅
防
火
の
3
つ
の
習
慣
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
！ 

◎ 

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。 

◎ 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の 

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。 

◎ 

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ 

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。 

編 

集 

後 

記 

積
雪
の
元
日
で
始
ま
っ
た
平
成
20
年

も
終
わ
り
が
近
づ
き
ま
し
た
。
日
吉
村
閉

村
か
ら
4
年
。
「
合
併
し
て
何
ち
ゃ
い
い

こ
と
な
い
。」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま

す
が
、
鬼
北
町
も
5
年
目
を
迎
え
ま
す
。 

住
民
皆
が
、
元
気
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
安
全

な
日
吉
地
区
と
な
り
ま
す
よ
う
公
民
館
事

業
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。 

○た 




